
検査頭数をふやす必要があろ｡一万ワクポウシタ

マリン,ヨザル.ワオキツネザル.スローロリス.

オオギャラゴでは検出できなかった｡これらの柾

ではアガロースゲルあるいはポリアクリルアミド

ディスク昭気泳動法による分析でも検出できなか

った｡Lp(a)I)ポタンパク矧 まオナガザル科のサ

ルの段節で控和されたものと考えられる｡
赤血球膜のl)ン脂矧 こついても上に述べたサル

について分析したところ系統問で大きな差異はな

かった｡ヒトと比較するとマカカ屑のサルでは,

T)ゾレシチン(1.0-4.20/o).フォスフ7チジルコ

リン(29.8-39.4%)は若干高く,スフィンゴミエリン

(12.4-16BC/0)はやや低い｡フォスフ7チジ)レせ1)ン

十イノシトール(14.3-19.40/o),フォスフ7チジル

エタノールア.ミン(訂.4-33.0%)はほぼ同じレベ

ルであった｡
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I.ヒト赤血球膜糖張白グ.)コホ.)ンAの種屑
特異抗原活性について

(1)私共はヒト赤血球膜の主要糖蛋白であるグ

リコホリンAに理屈特異抗原活性があること,こ

れを法医鑑識上の人血証明に利用できることにつ

いて,既に報告した｡今回は,抗ヒト･グT)コホ

リンA血桁を用いて,ヒト,チンプ,オランウー

タン血球相互間の血桁学的交差関係について検討

したが,ヒト特異活性のほかにヒト･チンプ共通

活性,ヒト･オランウータン共通活性が存在する

ことが認められ,グリコホリンAのもつ抗原の多

様性が明らかになった｡

(2)赤血球1個当りのヒト特異抗原,ヒト･チ

ンプ共通抗原の概数を,抗ヒト･グリコホリンA

血TFJを用いた免疫電顕法で検討した結果,ヒト赤

血球ではヒト特異抗原数は約20万個,ヒト指穴抗

原とヒト･チンプ共通抗原とを合わせた数は約40

万佃内外と罪定された｡また,テンプ赤血球では

ヒト･チンプ共通抗原数は約g7万個と卯定された｡

(3) ヒト特発抗原やヒト･チンプ兆通抗原がヒ

ト･グ1)コホ1)ンAに存在すろ14本の糖鎖のうち

のいずれの地毛削こ依存するかを調べるためN-グ

I)コシド結合型紙盃に作用するレクチン3控,o

-75-

-グ])コシド結合型枠主刑こ作用するレクチン8機

およびセンダイウィルスを用いて枚対した結果,

ヒト･グ1)コホ1)ンAのN宋%Lから26位のアスパ

ラギンに結合するシアル酸含有のN-グー)コシド

統合型糖矧 こヒト指穴活性,ヒト･テンプ共通活

性が関与すると推定される成約を得た｡

II.抗ヒトHb血WTJをFT]いるELISA法によ
る人血証明

ヒトHb吸前ポ))スチレンビーズを使用するE

LISA法を人血証明に適用するため,種々検討

を行った｡その約三札 本法では検休Hb量が0.1

-1pgの花田であれば,未吸収の希釈抗 ヒトH

b血清を佼用しても,人血と一般動物との鑑別は

充分可能であった｡また,沈降反応ではニホンザ

ルHbで吸収した抗血矧 ま使用に耐えなくなるこ

とが多いが,本法では充分使用可能であり,人血

とニホンザル血との鑑別も容易であった｡
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